
こども⾷堂とは

○⼦どもを真ん中に置いた多世代交流の地域の居場所 ○2019年時点で全国に3718箇所（前年⽐1400箇所増）
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にぎわいづくり
地域活性化

孤⾷対応

http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/ishiki/h29/zuhyou/z3-5.html

⼦育て⽀援
虐待予防

⾼齢者の健康
づくり

http://medical.radionikkei.jp/uptodate/uptodate_pdf/uptodate
-150923.pdf

https://www.tyojyu.or.jp/net/kenkou-tyoju/tyojyu-
shakai/hitotonokoryu-kenkochoju.html

貧困の連鎖
を断ち切る
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学校 家庭 地域

認知能
⼒

◎ ○ △

⾮認知
能⼒

○ ○ ◎
異年齢集団での遊び
多様なロールモデル
ナナメの関係…

こども⾷堂の機能と価値
⼈をタテにもヨコにも割らない→暮らしに本質的（エッセンシャル）＋多機能



学習⽀援

保健師・
CW・SSW等
訪問

こども宅⾷
フードパント

リー

乳幼児検診
児扶⼿現況届

こども⾷堂
地域の居場所

⾃治会等地域
活動

⾏政サービス
（児扶⼿、修
学援助・・）

個別性 地域性
予防的事後的

官

⺠

・個別⽀援から地域参加までを⼀気通貫で⾒て、⼩学校区単位で地域資源を充⾜させる
・相互に発⾒・つなぎ・解決し合う（相互に互いの⼊⼝となり出⼝となる）⼈がこぼれ
にくい官⺠連携による地域づくり

状態
課題感

×福祉
×⼦どもの貧困対策



年代 年 事象 こども⾷堂 箇所数

2010年代 2011 東⽇本⼤震災

2012 最初のこども⾷堂誕⽣ 1箇所
2013 「⼦供の貧困対策の推進に

関す法律」制定・⽣活困窮
者⾃⽴⽀援法制定

2014

2015 報道量ふえる
2016 熊本震災 熊本でこども⾷堂が増える 319箇所

2017

2018 ⻄⽇本豪⾬⽔害 愛媛県宇和島市で1年間に
13箇所のこども⾷堂が誕⽣

2286箇所

2019 台⾵15号19号被害 宮城・福島・栃⽊等で災害
⽀援拠点として活動

3718箇所

2020年代 2020 コロナショック フードパントリー等で困難
家庭⽀援

2021
〜

2万超へ

2030 SDGsゴール

アフターがプレでもある「災間」＝新しい⽇常

平時の
つながり
づくり

⾮常時の
セーフティ
ネット
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×防災
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⾃治会

⾼齢者サロン

公⺠館

保育園

学校
市役所

⺠⽣委員

地元企業

JA・コープ

商⼯会

商店街

地域系⾏政系

社協

事業系

交流
防災

個別
⽀援

資源の
地域循環

よりインクルーシブ
な地域づくり

（こども⾷堂／地域⾷堂の
地域共⽣拠点としての
インフラ化）

スポーツ
【必要なこと】

○⾏政系連携
・こども⾷堂「に」つな
ぐ／「から」つなぐ
・⾃治体が居場所連絡員
を配置する（臨時交付⾦
活⽤）

○地域系連携
・災害時⽀援拠点として
位置付け、⾃治体が情報
集約する
（cf⺠間避難所）

○事業系連携
・⾷材・資⾦の地域循環
の促進（企業版ふるさと
納税の活⽤等）
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Food

Care

Education

Community

Health

⾃⽴型⾃治体のビジョン

FECH-Cで、安⼼して暮らせて
選ばれる持続可能な地域に
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にぎわいづくり
地域活性化

孤⾷対応貧困の連鎖
を断ち切る

⼦育て⽀援
虐待予防

多世代
交流

⾼齢者の健
康づくり

例：東京都⻑期ビジョンとの関連
⼈が輝く東京 ビジョン01〜07



持続可能な開発は、
誰一人取り残さない世界の実現によって、
可能となる。

地域のにぎわいづくりは、
そこからはじかれる子どもを作らないことで、
可能になる。

×SDGs


